数式処理の多変量解析への応用 (数式処理と統計解析の接点 (特集 統計数理研究所創立40周年記念シンポジウム)) by 安芸 重雄 & Sigeo Aki
60 統計数理 第33巻 第1号 1985
 An A1gorithm for Ca1cu1ating Cumu1ants by Moments























                       安芸重雄（統計数理研究所っ
 観測値が多変量正規分布に従うとき，精密標本分布が得られているにもかかわらず殆ど使わ
れない統計量が多くある．主た理由は，その分布がゾーナル多項式（正値対称行列∫（m）上の
球関数），行列変数の超幾何関数，一般化Laguerre多項式等を用いて表現されており，これら
の関数の計算が困難なためである．
 分布関数がゾーナル多項式の有限和で書ける統計量については，数式処理システムの利用に
より計算ができる可能性がある．必要なオーダまでのゾーナル多項式および一般化二項係数を
あらかじめ，記号・数式処理システムの多倍長計算機能を生かして計算しておく．それらを用
いて一般超幾何係数や一般化Laguerre多項式を計算し，組み合わせる等により，求める結果を
得ることができる．
 なお，これらの計算を通常の数値計算として行うと，非常に大きな計算誤差を生む可能性が
強い．最終的た計算式を得る所まで数式として取扱うべきである．
